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５）リポジトリを Official Open Archives registryに登録する。
http://www.openarchives.org/data/registerasprovider.html
The University of Illinois OAI-PMH Data Provider Registry
http://gita.grainger.uiuc.edu/registry/searchform.asp
OAデータサービスプロバイダのリストに登録される。
７）DSpaceへのユーザー登録 http://wiki.dspace.org/DspaceInstances
8）JuNii,Google Scholar,Scirusなどサービスプロバイダへの登録
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３．KURA運用の実際
zコンテンツ面でもシステム面でも改善す
べき点が多い。
z必要不可欠な機能と内容のみで運用し
ているIR。シンプルなIRの事例
z具体的な作業について，①コンテンツ収
集，②登録許諾，③PDF作成，④メタ
データ登録の順に説明
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作業１：コンテンツの収集
z機関内の全業績を登録するのが理想だが，
現在どの大学もその状況にない。
zKURAの立ち上げに際して，初期登録データ
を収集。
z部局，教員に対するアンケート調査を行い，
紀要論文と学術論文を収集
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作業１：初期登録データ・紀要の場合
z学内紀要リストをOPACから作成
z学内各部局総務係にリストを送り，①IR登録
希望，②著作権の所在，を確認
z①②を満たすものをPDF化＆登録の候補と
した。
zCiNiiにPDFが登録されている紀要について
は，NIIからメタデータ付きのファイルを提供し
てもらった。
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作業１：初期登録データ：学術論文の場合
z学内の「教員総覧データベース」の中の論文
データを提供してもらい，教員ごとにリスト化
zそれに近年のSDへの投稿状況等の情報を
加えて教員別学術論文リストを作成
zこれを教員に送付し，①IR登録希望（８０００
件），②電子媒体の有無を確認
z①かつ②＝２５００件について，許諾状況を
確認→これを当面のターゲットとして教員に
電子媒体を送るように再度依頼
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作業１：今後の論文データの収集方法
z電子メールだと
添付ファイル容
量に制限あり
z左のような送信
フォームを作成
z今後は，学内業
績データベース
からの送信を計
画
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作業２：IR登録の許諾の確認
z外国雑誌論文→SHERPA＋出版社に確認。
出版社PDFを登録可能なもの（APS,IEEE
等）から始めるのがやりやすい。
z国内学会誌→学会に確認（＝日本版
SHERPAが欲しい）。著者最終稿よりも雑誌
掲載版を認めるところが多い。
z学内紀要→発行部局に確認。とりあえずカレ
ント分から。PDF納品も増えている。
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作業３： PDFの作成
z初期登録データの大部分は，紀要を外注で
PDF化したもの。メタデータも同時に作成。
z今年度になってからは，自力でもPDFを作成
している。
z事務室にあるような裁断器＋安いスキャナー
でもほとんど問題なくテキストOCR付きPDF
を作れる。
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作業4：メタデータの登録
z初期登録したメタデータの大部分は， CSV＋
PDFを一括登録したもの。
zコミュニティ（部局）－コレクション（雑誌）を設
定し，その中にアイテム（論文）を登録。
z今年度になってからは，大部分は１件ずつ
KURAに登録している。
z学術論文については，DOI，キーワード，著
作権の文言などを入れているので，一括登録
しにくい。
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作業4：登録画面の例
z管理者IDで
Dspaceに入っ
た後，各コミュニ
ティ→コレクショ
ンの画面へ
z 「このコレクショ
ンに投稿」をク
リックして新規
登録
z左のような画面
21
４．課題の整理と将来構想
zシステムに関する課題とコンテンツに関する
課題とに大別できるが，いずれも「コンテンツ
の充実」という問題に集約される。
zその前にIRの定義の確認が必要。
①全文のみ②教育研究業績に限る
z IRを支える技術及び著作権という世界的な動
向も意識する必要がある。
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コンテンツを増やすための方策１
いかに教員の手間を減らすか？
z類似DBとの重複をなくし，教員の登録の手間
を無くすことがポイント
z業績DBとの連携を検討中（今年度，CSI領域
２で，九大，早大と連携して検討中）
（１）業績DBのインターフェイスから図書館に
全文を送付
（２）IRに全文登録可能か図書館で確認
（３）全文登録可能ならばIRに登録
（４）不可能な場合は業績DBのみに登録
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コンテンツを増やすための方策２
リポジトリの有用性を高める方策
zOAI-Ster？JuNii？研究者の認知度は低い。
z他DBとIRを併用して利用するのは非効率的
→商用のデータベースからのナビゲート＝リン
クリゾルバとの連携が求められる。
zその一方，検索をするときにはデータベース
を使わずにＧＯＯＧＬＥを使うという人が多い
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コンテンツを増やすための方策３
PR＝KURAの認知度アップ
この１年間はトップダウン＝これからはボトムアップ
z学内広報の工夫・・・ポスター、チラシ，粗品
z図書館主催説明会，教授会，講習会...あらゆる機
会の利用
z教員宛のダイレクトメール
z教員は納得しないと協力しない。納得すれば協力し
てくれる（だろう）。
z昨年度の第２回アンケート結果を再度送付予定
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コンテンツを増やすための方策３
IR登録を希望しない理由の例
z忙しい
z著者最終稿がない
z共著者（卒業生）との連絡が取れない
z著書として発表済/発表予定
z図をダウンロード利用させたくない
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５．おわりに
大学図書館の業務としての体制の確立
本気でやるかどうか？電子化時代の図書館員
の専門性と関わる問題
z 現在の業務との関連：コンテンツ登録量は
どれぐらいになるのか？定員削減の中で従
来の図書館業務とどう調整していくのか？
z 新規の業務の確立：学内の研究成果の出
版･公開への積極的関与＝学内発電子
ジャーナルまたは学内出版
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KURAについてのお問い合わせ先
金沢大学情報部
情報企画課
情報企画係
inkikaku@ad.kanazawa-u.ac.jp
